
 

 

 

 

 

 

 ＳｍａｒｔＬａｂのｒａｓファイルからＯＤＦ解析 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ２０２１年０８月０８日 

    ＨｅｌｐｅｒＴｅｘ Ｏｆｆｉｃｅ 

 

 

 

 

 

 



概要 

 ＳｍａｒｔＬａｂでは、測定時ｒａｓファイルとＡｓｃファイルの作成を行っていたが、最近は  

   バイナリファイルｒａｓＸが登録される。 

   このｒａｓＸはリガクデータコンバータでｒａｓファイルとＡｓｃに変換が可能であるが、 

Ａｓｃファイルにバックグランドデータが登録されていない。 

本資料では、ｒａｎｄｏｍがないｓｕｓの解析をｒａｓファイルから説明します。 

    

解析データ 

  

 

ｒａｓからＡｓｃデータ変換はＲａｓＰＦｔｏＡｓｃソフトウエア 

  

 

   

 

 



 入力データの選択 

   チェックを入れてデータを確認する。 

  

   

   ｒａｓファイルにバックグランドデータの登録を確認 

  

 Beforeと afterで極点図確認 

  

  ＯＫでＡｓｃデータ作成 



  

バックグランドデータ 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



極点処理 

Ascデータの選択 

 

Ａｓｃデータにバックグランドが登録されていると、backgroundにチェックが入り、Nothing以外にチェック 

Ｄｉｓｐでｂａｃｋｇｒｏｕｎｄが表示される。 

Bakugroudプロファイルに凸凹がある場合、BGModeでプロファイル修正を行う 

凸凹があると、バックグランド削除で予期しない面配向が発生することもある。 

ｄｅｆｏｃｕｓに関して 

 

   １．ｒａｎｄｏｍ試料から計算する場合 

   ３．内部計算データの作成をバックグランドデータで作成した 

   ２．内部計算データの作成をバックグランドに defocus補正を施し作成した 

 

  内部計算を用いる場合、２．と３．を確かめて使用（多分２．選択がベータ） 

  

  選択された defocus補正曲線を変化させ最適な補正曲線を選択 

 計算結果の極点図からＯＤＦ解析結果との比較Ｒｐ％の計算 



ｄｅｆｏｃｕｓ補正なしで計算（BG削除＋ＲＤ補正＋平均化＋規格化） 

 

 

 



ｄｅｆｏｃｕｓ補正あり（内部計算）（BG削除＋RD補正＋ｄｅｆｏｃｕｓ補正＋平均化＋規格化） 

 

 

 ｄｅｆｏｃｕｓ補正ありなしでＲｐ％に変化なし 



ｄｅｆｏｃｕｓ補正あり（内部計算）（BG削除＋RD補正＋ｄｅｆｏｃｕｓ補正＋最適Ｒｐ％＋平均化＋規格化） 

 

 

 Ｒｐ％が最適化されています。以降このデータを用いる。 



ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦ入力データ作成 

 

 

ＬａｂｏＴｅｘデータ画面をＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦに変更 

 

以降 StandardODFをデフォルトにする方法は、条件をｓａｖｅする。 

    StandardODF向けファイル作成 

  

  



ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦで解析 

 上記作成したファイルを指定 

 

ODF計算を終了したら、C:¥ODF以下のデータをｓａｖｅする。 

 

  

 

 

 

 



退避するホルダを選択、ODF入力ホルダを選択 

  

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 ホルダを選択 

 

 再計算極点図が表示されます。 

  

ValueODFVFで Rp％の確認 

  

 

 



ＯＤＦ図の解析 

 

 Randomレベルを示すMin=-0.23 

 

 平均値で０．２１７―＞ｒａｎｄｏｍ値は１８．６％と計算されるが，Ｇｈｏｓｔの影響を 

 受けているため，ｒａｎｄｏｍ評価は出来ません。  



 

ｄｅｆｏｃｕｓ補正なしでは 

 

 



 

 

この材料に含まれるｒａｎｄｏｍは defocus補正あり（１８．６％）からｄｅｆｏｃｕｓ補正なし（１６．３％）

と計算結果が異なります。Ｇｈｏｓｔが多すぎて評価できません。 

 

 

 

 

 



ｆｅｆｏｃｕｓ補正なしの方位密度リスト 

 

ｄｅｆｏｃｕｓ補正ありなしの方位密度比較 

 

逆極点図比較 

  



ｄｅｆｏｃｕｓ補正ありなしのＮＤ方向３６Ｂｏｘ方位密度比較 

 

 

まとめ 

 ｄｅｆｏｃｕｓ補正ありなしで大きな違いはありません。（Ｃｏターゲット使用） 

 本データはＣｏターゲットを用いて測定したデータです。 

 ｄｅｆｏｃｕｓ極点図は、測定２θに依存しています。 

 内部計算したｄｅｆｏｃｕｓ曲線をＣｏターゲット（左）とＭｏターゲット(右)で比較 

 

 



 

 ｄｅｆｏｃｕｓ曲線は、受光スリット幅、測定２θ角度に影響を受けます。 

 内部で計算可能であるが、実際のｒａｎｄｏｍ試料による補正を勧めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



付録 

ＬａｂｏＴｅｘで解析 

 

 

      Randomレベルは０．２３７でｒａｎｄｏｍは１７％ 

 

 

 

 

 

 

 



ＭＴＥＸで解析 

 

 

 

 

このｒｎｄｏｍは、平滑化により最小密度レベルが上昇した為と判明、ｒａｎｄｏｍ定量時は平滑を行わない 

 （２０２２年０７月２９日追加） 

 

ｒａｎｄｏｍレベル（含有 random％）Ｍａｘ比較 

StandardODF=１６% 

LaboTex=１７% 

MTEX=１６% 

各種補正を正確に行えば、random含有量も計算可能 

各種評価を行った結果、比較的Ｇｈｏｓｔが少ない 

ＬａｂｏＴｅｘの結果が信頼できます。 



ｒａｎｄｏｍレベルの活用 

 方位の定量時、Ｏｔｈｅｒ内のｒａｎｄｏｍ量が把握できます。 

 以上のデータの VolumeFractionを求めると 

  

 Background 30%=Other+randomレベル  Otherとしては、この辺りが考えられます 

 

しかし、指定できる方位数に限界があるので、完全な定量は難しい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ODF比較      等高線 0->1 step=0.05で描画 

LaboTex  

MTEX  

Standard  

 MTEXと StandardODFの最大密度は LaboTexに比べ下がり Ghostが増えています。 

  


